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2
9
　
市
民
生
活
と
市
政

屋
な
ど
に
く
ら
べ
て
、
特
に
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
き
た
の
で
あ

る
。

●
産
業
の
立
地
と
土
地
利
用

　
以
上
は
あ
く
ま
で
も
東
京
と
比
較
し
て
の
話
で
あ
り
、
逆
に
東
京

に
近
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
横
浜
が
他
都
市
に
比
べ
て
多
く
の
便
益
を

受
け
て
い
る
面
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
も
う
少
し
横
浜
の
産
業
の
実
態
に
つ
い
て
立
地
面
を
中
心

に
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
産
業
立
地
面
で
横
浜
の
特
徴
と
今
後
の
課
題
を
み
る
と
、

鶴
見
、
神
奈
川
区
の
京
浜
工
業
地
帯
、
そ
し
て
本
牧
、
根
岸
湾
、
金

沢
と
い
う
臨
海
部
の
工
業
地
帯
と
戸
塚
方
面
、
鶴
見
川
沿
岸
、
東
名

高
速
横
浜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
方
面
に
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
工
業
地

域
が
あ
り
、
そ
の
他
は
商
業
地
区
や
住
居
地
区
の
中
に
混
在
す
る
小

規
模
な
工
業
地
域
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
商
業
に
つ

い
て
は
、
大
岡
川
、
帷
子
川
の
デ
ル
タ
地
帯
の
い
わ
ゆ
る
都
心
商
業

地
帯
と
綱
島
、
戸
塚
、
二
俣
川
な
ど
鉄
道
沿
線
の
商
業
核
が
あ
り
、

今
後
商
業
施
設
の
立
地
が
さ
ら
に
期
待
さ
れ
る
地
域
と
し
て
、
相
鉄

い
ず
み
野
線
や
田
園
都
市
線
沿
線
の
地
域
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に

商
業
業
務
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
地
区
と
し

て
、
新
横
浜
駅
前
地
区
、
横
浜
駅
東
口
地
区
か
ら
三
菱
重
工
を
へ
て

新
港
ふ
頭
、
山
下
公
園
地
区
な
ど
の
都
心
臨
海
部
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
工
業
的
土
地
利
用
面
か
ら
注
目
す
べ
き
地
区
と
し
て
は
、
再

編
成
と
い
う
意
味
か
ら
、
鶴
見
、
神
奈
川
の
京
浜
工
業
地
帯
と
、
か

な
り
の
立
地
余
地
を
残
す
港
北
、
緑
区
に
わ
た
る
鶴
見
川
右
岸
の
地

区
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
今
か
ら
土
地
利
用
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
無
秩
序
な
立
地
を
排
除
し
て
お
く
べ
き
で

あ
ろ
う
。
横
浜
に
と
っ
て
稀
少
な
土
地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
ど
う
有

効
に
利
用
し
て
い
く
か
を
長
期
的
観
点
に
た
っ
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ

と
が
、
今
後
の
市
民
生
活
や
産
業
振
興
の
た
め
に
非
常
に
重
要
な
こ

と
と
考
え
ら
れ
る
。

産
業
活
動
の
実
態

　
私
た
ち
個
々
の
市
民
生
活
と
「
横
浜
経
済
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど

う
い
う
つ
な
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

●
工
業

　
市
内
に
は
、
工
場
が
昭
和
五
二
年
末
で
七
、
九
八
九
工
場
あ
り
、



表4－29　最近10年間の横浜市工業の推移1
3
0
　
横
浜
の
経
済

二
〇
万
七
千
人
の
人
が
働
き
、
約
四
兆
九
百
億
円
と
い
う
膨
大
な
製

造
品
出
荷
額
を
あ
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
一
〇
年
の
間
に
、
工

場
の
数
は
昭
和
五
〇
年
の
八
、
三
九
五
を
最
高
に
次
第
に
減
少
し
、

製
造
業
に
働
く
従
業
者
の
数
も
昭
和
四
五
年
を
ピ
ー
ク
に
減
っ
て
き

て
い
る
。
こ
れ
は
、
工
業
等
制
限
法
に
よ
っ
て
、
工
場
の
新
増
設
が

制
限
さ
れ
る
地
域
が
拡
大
し
、
ほ
ぼ
市
域
の
四
分
の
三
が
こ
れ
に
該

当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
工
業
再
配
置
法
に
よ
っ
で
、

横
浜
市
が
工
場
の
移
転
を
促
進
す
る
地
域
と
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な

理
由
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
立
地
上
の
国
の
諸
施
策
は
現
時
点
で
再

度
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
昭

和
四
十
年
代
の
高
度
成
長
時
代
の
民
間
の
産
業
活
動
が
非
常
に
活
発

な
時
代
の
産
物
で
あ
っ
て
、
昭
和
四
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降

の
低
経
済
成
長
が
定
着
し
た
段
階
で
は
、
新
た
に
土
地
を
買
い
、
設

備
投
資
を
行
い
、
従
業
員
を
移
動
さ
せ
る
と
い
っ
た
巨
額
の
投
資
は

あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

よ
り
も
、
既
存
の
市
内
に
集
積
さ
れ
た
技
術
や
設
備
を
ど
う
生
か
し

て
ゆ
く
か
を
考
え
る
べ
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
た
と
え
ば
、
横
浜
市
で
は
現
在
金
沢
埋
立
地
へ
の
工
場
の
移
転
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
住
工
混
在
で
生
産
活
動
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
工
場
に
適
切
な
立
地
環
境
の
も
と
に
活
発
な
活
動



1
3
1
　
市
民
生
活
と
市
政

を
期
待
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
中
小
企
業
振
興
事
業
団

や
公
害
防
止
事
業
団
等
国
の
資
金
を
積
極
的
に
活
用
し
て
一
層
進
め

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。
さ
ら
に
長
期
的
に
は
、
京

浜
工
業
地
帯
の
再
整
備
と
い
っ
た
課
題
も
出
て
お
り
、
整
備
の
理
念
、

方
向
、
方
法
な
ど
に
つ
い
て
真
剣
な
検
討
を
加
え
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
も
う
少
し
製
造
業
の
中
味
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
ま

ず
、
規
模
の
点
か
ら
み
る
と
、
資
本
金
一
億
円
以
下
、
従
業
員
三
〇

〇
人
以
下
の
工
場
が
中
小
企
業
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
工
場
数
で
は
、

九
八
・
八
％
、
従
業
者
で
は
五
四
・
五
％
、
製
造
品
出
荷
額
で
は
、

三
五
・
一
％
が
中
小
企
業
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
て
も
、

横
浜
だ
け
の
特
徴
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
小
企
業
の
役
割
の

高
さ
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
ら
中
小
企
業
が
工
業
生
産
の
土
台
を
つ

く
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
一
工
場
あ
た
り
の
従
業
者
数
は
約
二

六
人
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
四
〇
年
以
降
毎
年
減
っ
て
き
て
お
り
、

省
力
化
、
合
理
化
の
進
行
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
小
規
模
な
工
場

が
次
第
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
中
小
企
業
の
多
く
が
工
場
数
で

一
・
二
％
し
か
な
い
大
企
業
の
下
請
関
係
な
ど
の
状
況
に
あ
る
。
昭

和
四
八
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
約
五
、
一
〇
〇
工
場
、
す
な
わ
ち
市

内
の
全
工
場
の
六
五
％
が
下
請
工
場
に
な
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
圧
倒
的
割
合
を
占
め
る
小
規
模
工
場
や
下
請
企
業
を

経
営
の
合
理
化
、
金
融
、
市
場
確
保
、
製
品
開
発
等
の
面
で
本
腰
を

入
れ
て
体
質
の
強
化
を
図
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
高
度
の
技
術
水
準
を
保
有
す
る
独
立
企
業
へ
の
み

ち
を
切
り
開
い
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
市
と
し
て
も
、
経
営
指

導
や
資
金
助
成
等
を
通
じ
て
今
後
も
さ
ら
に
積
極
的
に
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
産
業
別
に
生
産
活
動
の
内
容
を
調
べ
て
み
た
い
。
こ
こ
で

特
徴
的
な
こ
と
は
、
重
工
業
、
軽
工
業
、
化
学
工
業
な
ど
数
多
く
の

工
場
が
あ
っ
て
、
幅
広
い
産
業
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
（
表
４
－
3
0
）
。
具
体
的
に
は
、
鉄
鋼
、
輸
送
機
、
電
機
、
機

械
、
金
属
、
石
油
な
ど
近
代
的
な
業
種
を
中
心
に
幅
広
い
業
種
か
ら

成
っ
て
お
り
、
日
本
全
体
の
産
業
構
造
を
的
確
に
反
映
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

　
今
後
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う
な
工
業
構
造
の
特
徴
を
生
か
し
て
い

く
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
技
術
と
機
械
の

技
術
、
光
学
技
術
な
ど
を
相
互
に
利
用
し
、
そ
れ
ら
を
効
果
的
に
組

み
合
せ
て
、
付
加
価
値
の
高
い
新
製
品
の
開
発
に
積
極
的
に
取
組
ん

で
ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。



1
3
2
一
　
横
浜
の
経
済

表4－30　産業別事業所数，従業者数及び製造品出荷額等



1
3
3
　
市
民
生
活
と
市
攻

●
商
業

　
昭
和
五
一
年
の
調
査
（
商
業
統
計
）
に
よ
る
と
商
店
数
は
全
体
で

四
万
五
、
五
四
一
店
、
従
業
者
数
約
二
一
万
八
、
〇
〇
〇
人
と
な
っ

て
お
り
、
年
間
商
品
販
売
額
は
四
兆
三
、
三
〇
六
億
円
と
な
っ
て
い

る
。
販
売
額
の
業
種
別
構
成
は
、
卸
売
業
、
二
兆
八
、
三
六
四
億
円

小
売
業
、
一
兆
三
　
一
七
九
億
円
、
飲
食
店
一
、
七
六
三
億
円
で
あ

り
、
卸
売
業
が
年
間
商
品
販
売
額
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
。
そ

れ
に
比
較
し
て
飲
食
店
は
、
一
万
二
、
六
九
〇
店
で
、
一
店
舗
あ
た

り
の
年
間
売
上
高
は
一
、
三
八
五
万
円
と
非
常
に
零
細
な
点
が
目
立

表4－31　業態別商店数，従業者数，年間

　　　　　商品販売額

つ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
私
達
市

民
は
、
買
物
を
す
る

と
き
ど
こ
へ
行
く
の

だ
ろ
う
か
。
日
用
品

な
ら
、
近
く
の
ス
ー

パ
ー
や
商
店
街
へ
、

値
の
は
る
も
の
は
横

浜
駅
西
口
、
伊
勢
佐

木
町
や
東
京
へ
行
っ

て
買
い
求
め
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
例
え
ば
こ
ん
な
数
字
が
あ
る
。
商
品
販
売
額
は
、
東
京

大
阪
、
名
古
屋
に
次
い
で
第
四
番
目
で
、
市
民
一
人
あ
た
り
の
商
品

販
売
額
は
、
約
五
〇
万
円
で
一
〇
大
都
市
の
中
で
第
九
位
と
い
う
低

い
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
民
の
購
買
力
が
市
外
に
流
出

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
購
買
力
に

着
目
し
て
、
最
近
で
は
市
外
か
ら
の
店
舗
の
進
出
が
多
い
。
大
型
店

の
進
出
も
多
く
各
地
で
種
々
の
ト
ラ
ブ
ル
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
て
い

る
。
横
浜
市
で
は
、
こ
の
た
め
、
昭
和
五
一
年
に
「
大
型
店
出
店
指

導
要
綱
」
を
作
成
し
、
こ
れ
ら
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
る

が
、
現
在
で
も
地
元
商
店
と
調
整
中
の
も
の
が
一
六
件
あ
る
。
大
型

店
の
進
出
は
、
ほ
と
ん
ど
が
横
浜
市
外
の
商
業
資
本
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

　
小
売
業
を
み
る
と
従
業
員
四
人
以
下
の
零
細
な
商
店
が
二
万
二
、

二
三
四
店
と
小
売
業
全
体
の
八
二
％
を
占
め
、
五
〇
人
以
上
の
大
型

店
は
九
八
店
舗
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
人
口
千
人
当
り
の
店
舗

数
は
一
〇
店
で
、
大
阪
の
一
九
店
、
名
古
屋
の
一
六
店
に
比
較
し
て

低
い
水
準
に
あ
り
、
一
〇
大
都
市
で
は
第
八
番
目
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
郊
外
区
を
中
心
と
す
る
昭
和
四
〇
年
代
の
人
口
急
増
に
比

し
て
、
店
舗
の
新
設
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

横
浜
の
場
合
、
商
品
販
売
額
は
人
口
増
に
比
例
し
た
伸
び
の
範
囲
で



図4－44　繁華街地域別販売額と１店あ

　　　　　たり販売額　　（昭和51年）

し
か
成
長
し
て
こ
な
か
っ
た
。
店
も
遠
く
品
揃
え
も
不
十
分
で
、
消

費
者
の
買
物
に
は
不
便
を
与
え
、
い
ざ
大
型
店
が
進
出
す
る
と
大
あ

わ
て
と
い
う
の
が
残
念
な
が
ら
実
情
の
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
意
欲
に
満
ち
た
新
し
い
試
み
も
で
て
き
て
い

る
。
昭
和
五
〇
年
に
完
成
し
た
鶴
見
区
の
第
一
み
ゆ
き
商
店
街
を
皮

切
り
に
で
て
き
た
、
楽
し
く
買
物
が
で
き
る
広
場
と
し
て
商
店
街
を

見
直
し
改
造
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
菊
名

駅
西
口
商
店
街
、
馬
車
道
商
店
街
、
伊
勢
佐
木
町
一
、
二
丁
目
商
店

街
、
中
華
街
南
門
通
り
商
店
街
等
で
も
同
様
の
事
業
が
行
わ
れ
、
新

装
な
っ
た
商
店
街
に
多
く
の
客
が
集
ま
り
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
こ

1
3
4
　
横
浜
の
経
済

の
よ
う
な
試
み
が
各
地
の
商
店
街
で
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
活
発
な
商

業
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
卸
売
業
の
販
売
額
は
、
一
〇
大
都
市
中
第
八
位
と
著
し
く

低
い
。
東
京
は
七

六
兆
円
で
横
浜
の

約
二
七
倍
に
も
の

ぼ
っ
て
い
る
。
横

浜
の
卸
売
業
の
販

売
額
の
全
国
シ
ェ

ア
は
、
昭
和
三
五

年
の
一
・
八
％
か

ら
次
第
に
減
少
し
、

昭
和
五
一
年
で
は

一
・
三
％
に
な
っ

た
。
と
く
に
、
繊

維
、
衣
服
等
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
関
係
の

商
品
に
つ
い
て
は
、

六
〇
～
八
〇
％
が

東
京
に
依
存
し
て

表4―32　卸売業の販売額の全国に占める割合
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い
る
状
況
に
あ
る
。
小
売
業
全
体
で
み
て
も
、
仕
入
先
は
四
一
％
が

東
京
に
依
存
し
て
お
り
、
本
市
の
卸
売
業
界
の
基
盤
は
き
わ
め
て
弱

体
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
市
内
に
お
け
る
卸
売
業
の
団
地
と
し
て
は
、
瀬
谷
の
卸
セ
ン
タ
ー

と
、
今
後
整
備
が
進
め
ら
れ
る
金
沢
埋
立
地
二
号
地
の
流
通
団
地
て

い
ど
で
あ
り
、
強
力
な
核
と
な
る
卸
売
業
の
集
積
地
が
少
な
い
。
従

っ
て
、
卸
売
業
と
関
連
す
る
地
元
産
業
の
発
展
の
機
会
が
失
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
点
も
、
今
後
の
横
浜
経
済
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。

●
金
融
活
動

　
金
融
活
動
に
つ
い
て
は
、
工
業
や
商
業
よ
り
さ
ら
に
東
京
へ
の
集

中
が
み
ら
れ
る
。
五
一
年
末
に
お
け
る
市
内
の
銀
行
店
舗
数
は
一
五

二
で
全
国
の
一
・
九
％
、
預
金
は
二
兆
二
、
八
〇
〇
億
円
で
全
国
の

二
・
二
％
、
貸
出
金
は
一
兆
四
、
九
〇
〇
億
円
で
全
国
の
一
・
六
％

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
預
金
の
額
と
貸
出
金

の
額
の
関
係
で
、
前
者
が
後
者
よ
り
多
く
、
預
貸
率
は
〇
・
六
五
に

し
か
す
ぎ
ず
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
福
岡
の
各
地
方
の
中
核
的

都
市
が
一
を
こ
え
て
い
る
の
と
比
べ
極
め
て
低
い
数
字
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
横
浜
で
集
め
ら
れ
た
資
金
が
地
元
に
投
下
さ
れ
ず
市
外
に
流

表4―33　銀行の預金，貸出金残高，預貸率の推移と他都市比較



出
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
預
貸
率
の
他
に
、
実
態
経
済

を
反
映
す
る
指
標
と
し
て
、
手
形
交
換
枚
数
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
昭

和
五
一
年
度
に
お
い
て
年
間
約
一
、
一
〇
〇
万
枚
で
全
国
比
二
・
六

％
、
金
額
で
一
・
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
一
枚
当
り
金
額
も
九

〇
万
円
で
い
ず
れ
も
一
〇
大
都
市
の
中
で
低
位
に
あ
る
。
さ
ら
に
、

取
引
機
能
で
あ
る
が
、
市
内
に
は
生
糸
取
引
所
が
あ
る
だ
け
で
、
国

際
港
を
持
ち
、
海
外
物
資
の
輸
出
入
港
で
あ
り
な
が
ら
、
取
引
の
場

を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
と
い
う
本
市
経
済
の
弱
さ
を
示
し
て
い
る
。

●
貿
易

　
い
う
ま
で
も
な
く
横
浜
は
神
戸
と
並
ん
で
わ
が
国
有
数
の
港
湾
都

市
で
あ
る
。
横
浜
港
に
お
け
る
取
扱
貨
物
量
は
、
昭
和
五
一
年
度
に

お
い
て
、
輸
出
で
年
間
二
、
〇
四
三
万
ト
ン
、
輸
入
で
三
、
一
六
二

万
ト
ン
と
そ
れ
ぞ
れ
全
国
最
大
の
取
扱
量
を
誇
っ
て
い
る
。
ま
た
、

表
４
－
3
4
に
あ
る
よ
う
に
、
金
額
表
示
に
お
い
て
も
、
五
二
年
次
で

輸
出
、
四
兆
四
、
九
四
九
億
円
、
輸
入
、
一
兆
九
、
三
四
三
億
円
と

そ
れ
ぞ
れ
全
国
の
二
〇
・
八
％
、
一
〇
・
一
％
を
占
め
て
い
る
。
最

近
は
東
京
港
、
京
葉
港
な
ど
の
発
展
と
と
も
に
、
荷
役
技
術
、
輸
送

手
段
に
お
け
る
進
歩
や
後
背
地
産
業
の
発
達
、
さ
ら
に
は
横
浜
に
お

け
る
道
路
網
の
未
整
備
等
種
々
の
要
因
に
よ
り
、
横
浜
港
の
地
位
が

1
3
6
　
横
浜
の
経
済

相
対
的
に
低
下
し
て
き
て
い
る
。

　
戦
前
は
、
横
浜
港
は
生
糸
産
品
を
中
心
と
し
て
輸
出
港
と
し
て
の

特
徴
を
生
か
し
、
金
融
機
関
、
取
引
機
能
等
広
範
な
業
務
機
能
を
有

し
、
ま
ち
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
わ
が
国
の

経
済
の
構
造
変
化
と
と

も
に
、
港
の
機
能
は
単

な
る
物
流
機
能
に
変
化

し
、
後
背
地
の
産
業
と

の
つ
な
が
り
は
徐
々
に

低
下
し
て
き
た
。
た
と

え
ば
、
輸
出
商
品
に
は

「
原
産
地
証
明
」
と
い

う
も
の
を
各
地
の
商
工

会
議
所
や
在
外
公
館
に

お
い
て
つ
け
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
件
数
も
東

京
に
お
い
て
三
二
万
七

〇
七
件
、
横
浜
で
は
、

九
、
七
六
一
件
（
昭
和

五
二
年
度
）
と
な
っ
て

表4－34　横浜港の貿易額
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表4－35　市内商社の貿易額

　　　　　　　　　　　(昭和52年)

い
る
こ
と
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
商
社
活
動
に
つ
い
て
み

る
と
、
市
内
に
は
約
三
〇
〇
の
商

社
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

中
小
貿
易
業
者
で
あ
り
、
そ
の
取

扱
高
は
輸
出
が
約
九
三
〇
億
円
、

輸
入
が
約
四
七
五
億
円
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
横
浜
港
に
お
け
る

貿
易
額
の
そ
れ
ぞ
れ
二
・
一
％
、
二
・
五
％
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ

ず
、
輸
出
入
品
目
を
み
て
も
、
繊
維
や
雑
貨
が
中
心
で
、
電
気
、
機

械
類
を
中
心
と
す
る
横
浜
港
の
貿
易
品
目
と
著
し
い
へ
だ
た
り
が
あ

●
事
業
所

　
横
浜
の
各
主
要
産
業
分
野
の
実
態
を
な
が
め
て
き
た
が
、
そ
れ
ら

を
全
体
と
し
て
も
う
一
度
別
の
角
度
か
ら
み
て
み
る
と
、
ま
ず
産
業

活
動
の
実
態
は
、
表
４
－
3
6
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
特
徴
と
し
て
は
従
業
者
ベ
ー
ス
で
、
卸
小
売
業
、

製
造
業
、
運
輸
通
信
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
本
市
の
主
力
産
業
と
な
っ

て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
表
４
－
3
7
は
、
従
業
者
規
模
別
に
事
業
所
の
数
を
と
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
四
人
以
下
の
事
業
所
が
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
て
お
り
、

一
〇
〇
人
以
上
の
も
の
は
一
、
○
七
〇
社
（
一
・
一
％
）
と
い
っ
た

具
合
に
な
っ
て
い
る
。
卸
小
売
業
で
は
従
業
員
一
〇
人
未
満
の
小
規

模
な
事
業
所
が
、
製
造
業
で
は
従
業
員
一
〇
〇
人
以
上
の
大
規
模
な

事
業
所
が
、
そ
し
て
建
設
業
、
運
輸
通
信
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い

て
は
従
業
員
一
〇
人
か
ら
一
〇
〇
人
未
満
の
中
規
模
の
事
業
所
が
多

い
点
が
読
み
と
れ
る
。
表
に
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
を
資
本

金
規
模
で
み
る
と
、
資
本
金
一
億
円
以
上
の
事
業
所
は
、
市
内
に
二

四
三
社
あ
り
、
わ
が
国
全
体
の
一
万
一
、
三
七
五
社
（
資
本
金
一
億

円
以
上
）
の
二
・
一
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
東
京
は
四
、
二
五

八
社
、
大
阪
は
一
、
三
二
八
社
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
本
市
の
二
〇
倍
、

五
・
五
倍
と
な
っ
て
い
る
。
い
か
に
こ
の
二
都
市
に
経
済
活
動
が
集

中
し
て
い
る
か
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。



1
3
8
　
横
浜
の
経
済

表4－36　産業大分類別事業所数及び従業者数

表4―37　従業者規模別事業所数




